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インターンシップ（体験型）の概要 

対 象 学 部 教育学部、法学部、経済学部、工学部、農学部 

対 象 学 生 学部３年生（一部、大学院生） 

実施時間数 

学部により異なっており、次の時間数の実習を原則としています。 

（単位認定のためには、次の時間数が必要です。） 

教育学部、法学部、経済学部、農学部 １週間（８時間／日 × ５日＝４０時間） 

工学部               ２週間（８時間／日 ×１０日＝８０時間） 

内   容 

具体的には受入企業・機関にお任せいたしますが、受入企業・機関の業務に関連する研修

内容で、インターンシップの趣旨・目的に沿う内容でお願いします。 

（実施内容ご参考） 

  (1) 会社概要・業務等説明、見学、インターンシップ実習上の注意等 

  (2) 業務実習等（できれば複数個所） 

  (3) 報告会、意見交換等 

   ※工学部学生の受入に際しましては、工学系の実習をお願いします。 

【インターンシップの目的】 

学生が実社会で実習・研修することにより、現代社会の実態と課題に目を向け、社会認識

を深めるとともに、その体験を職業選択や職業意識の育成に役立てることを目的とする。 

日   程 

 ①登録票の受付               ５月７日(火)まで 

 （この日以降でも結構です。受入登録の可否が決まり次第お知らせください。） 

 ②登録票の整理、実習内容の調整       ５月上旬まで 

 ③参加学生の募集、人数調整         ５月中旬 ～ ６月中旬 

 ④応募書類の作成、受入企業・機関への送付  ６月下旬 

 ⑤受入企業・機関での受入可否の決定     ７月中旬まで 

 ⑥インターンシップの実施          原則として学生の夏休み中 

                       （８月１３日から９月３０日まで） 

そ の 他 

・受入企業・機関におかれましては、インターンシップ期間中に学生が作成する研修日誌へ

所見の記入、評価などをお願いします。 

・参加する学生は、傷害保険及び賠償責任保険に加入しています。 

・学生の応募状況により、学生を派遣できない場合がありますのでご了承ください。 

 


